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自由文内容の 要旨

ここで扱っている内容は，小平 スベンサーによる複素射影空間の超曲面についての結果を発展さ

せたものである。小平ースベンサーは複素構造の変形について論じた論文Ondeformations of com. 

plex analytic 5tructure5 (Annal5 01 Mathematic5 1958)において，ポヅトによる複素射影空間

上の直線東のコホモロ ジーに関する結果を用いて，複葉射影空間の超曲面Vについて変形に密接な関

係のあるコホモロ ジーH'(V，⑮)の次元を求めている。ここで⑪はV上の正則ベクト ル場の芽の層を

表わすとする。さらにその過程で， Vのdegveeが3以上な らばH・(V，⑮1)=0となることを示してい

る。これはdegreeが3以上の超曲面上には，。でない正員IJベク トル場が存在しないことを意味して

いる。

この論文ではコンパクト型の既約エルミット対称空間Mの超曲面Vに対して degreeの概念を導入

して，W(V，Q!:)およびH'(V， Q!:)について研究した。その為にまずM上の直線東のコホモロ ジ の

消滅の問題を扱いBDI，Eill:およびE唱の各タイプについては，消滅する場合を完全に決定した。また

他のタイプについでもかなり一般的な消滅のための十分条件をみつけた。

これらの結果を使って.degreeがある一定の数 (多くのタ イプでは 2)以上の超曲面Vについて

H・(V，⑪1)= 0となることを示した。さらにH'(V，⑪)の次元を決定した。

箇文の審査結果の要旨

本論文は既約エルミート，コンパク ト対称空間Mの超曲面として実現されている複素多様体Vにつ
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いて，その上の正則ベクトル場の芽の層⑪を係数とするVの0次と 1次のコホモロジ一群H1(V，⑮)

(i=O.l)の解明を行ったものであるo一般に，コンパクト複素多様体Vに対するこの種のコホモロジ

一群は Vの正則変換群の大きさと Vの複素構造の変形の可能性を測る量として重要な意味をもち，

Vが射影空間の超曲面や単連結ケーラ一等質空間などのときに具体的に知られているo

木村君は本論文において，まず、既約エルミート，コンパクト対称空間Mの超平面Vに対して，その

次数という概念を導入した。主定理はMが既約エルミート空間のそれぞれの場合に応じて Vの次数

が2または 3以上であれば， HO(V，⑮) = 0となることを主張し，さらにH1(V，⑪)= 0がなりたった

めの十分条件を与えているo これらの結果は， Mが複素射影空間である場合に小平・スペンサーによ

って得られた定理を大きく一般化したものであるO またこの主定理を導くためにM上の直線バンドル

係数コホモロジ一群の消滅について精密な考察がなされ，そこでは多くの独特の手法も開発されてい

るO

これらの成果により本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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